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大網街道バイパス道路の来年度予算を大幅増額し整備急げ

●かばさわ議員 本市では毎年教員未配置が発生しており、年度
途中で病休・産育休の代替教員が確保できないなかで、学校長や
教頭・担当外の教員がフォローしなければ運営できない学校もあ
るなど深刻な状況が続いている。産育休に入る教員と代替教員２
人体制でクラスを受け持ち引き継げるように産育休代替教員を年
度当初４月から先行配置できるよう求めるがどうか。また、休暇等
補助教員は1名では全く足りないため大幅な増員と専科教員等の
大幅増員を行い、子どもの学習権を保障するよう求める。

●教育次長 産育休の代替教員について、来年度は、5月から7月
までの取得予定者に対し、4月当初から前倒しで任用を可能とする
国の支援制度を活用し配置する。また、子どもの学習を保障するた
め、休暇等補助の教員や、専科指導のための非常勤講師の拡充に努
めるとともに、専科教員の配置拡大や少人数学級の推進に向けて、
引き続き国に対して加配定数の拡充を要望して参ります。

●かばさわ議員 大網街道渋滞解消に向け、バイパス
道路となる塩田町誉田町線誉田町地区、誉田駅前線
の早期整備、越智町土気町線の早期再開も急がれる
ため、来年度緑区道路整備予算の大幅増額を求める
が、各路線の進捗状況と完成見通しはどうか。

●建設局次長 塩田町誉田町線誉田町地区と誉田駅
前線は、先月末時点での取得率は、塩田町誉田町線が
約55％、誉田駅前線は約51％で、早期完成を目指す。
現在、事業を休止中の越智町土気町線越智町地区は
再開時に事業が円滑に執行できるよう、事前に共有
地の処理を進めるため、地元町内自治会による認可
地縁団体の設立に向け、取り組んでいる。

創造の杜バス停を安全に利用できるよう郵便ポストの移設を

●かばさわ議員 あすみが丘住民から創造の杜のバス停のポストが乗降
位置と重なり、高齢者が乗降しにくいため、ポスト移設の相談を受け、当
局に改善を求めてきた。創造の杜バス停の郵便ポストが乗降位置と重
なっているため、利用者が安心して乗降できるようバス停のポストを移
設するよう求めるがどうか。

●建設局次長 支障となっている郵便ポストは、郵便事業者へ依頼し
今月中に支障にならない位置へ移設するとの回答を得ている。
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土気踏切の存続を！土気駅北側への商業施設誘致を！

●かばさわ議員 これまで５回開催してきた土気踏切勉強会では
どのような意見が出ているのか。また住民の意向を十分に確認し
ないなかで、踏切廃止方針を決定した進め方に問題があったため
踏切廃止方針を白紙に戻した上で、住民の声を聞くことを求める。

●建設局次長 これまでいただいている御意見は、「日々通る道で
あり、廃止されると困る」「踏切の安全対策を実施した上で引き続
き利用できるようにしてほしい」「この踏切は危険である」など、
様々な御意見をいただいている。現時点において廃止の方針では
あるが、現在行っている勉強会を含め様々な機会を通じ、より丁寧
に意見交換を行っていく。

土気17号線の高津戸町地区未整備区間の早期整備を！

●かばさわ議員 道路幅員が狭く危険な土気町１７
号線高津戸町地区未整備区間における道路拡幅を
早急に進めることを求めるが、整備内容や今後の
進め方について伺う。

●建設局次長 土気町17号線の高津戸町地区は
延長900メートル、幅員10.5メートル、車線数は
2車線で、御殿台高津戸団地などの団地側に、歩道
を設置する計画で道路整備を行うこととしており
現在、工事に向けた具体的な設計を進めているとこ
ろ。隣接する下大和田町地区の整備を先行して進め
ることとしており、この進捗状況を見極めた上で、高
津戸町地区の用地取得に着手することとしている。

これまでも千葉外房有料道路の早期無料化
を求めてきましたが、千葉外房有料道路は
令和５年１月３１日（火）をもって料金徴
収期間が満了となり、 翌日の２月１日(水)
午前０時より全線無料開放となります。
これに伴い、道路管理者が千葉県道路公
社から千葉市と千葉県に変更となり 、
「主要地方道生実本納線」として管理する
こととなります。

●かばさわ議員 新たに地元住民から寄せられた踏切廃止撤回署名８２筆を市当局に提出し、累計で６１６
筆にも及ぶなか、住民の要望に寄り添って踏切を存続するよう求める。また線路北側にはスーパーがなく
線路を渡ってあすみが丘側に行くしかないというまちづくりの問題もあるため、土気踏切を存続した上で
土気駅北口駅前にスーパー誘致への働きかけを強く要望する。

署名８２筆（累計６１６筆）提出

前
進 千葉外房有料道路２月１日より全線無料開放！
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